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日
立
笠
間
線
木
崎
ト
ン
ネ
ル
は
、
用
地

買
収
の
進
捗
率
は
平
成
17
年
３
月
現
在
で

全
体
で
は
約
61
％
、
本
年
度
は
鯨
ケ
丘
の

東
側
、
金
井
町
地
内
80
メ
ー
ト
ル
の
道
路

拡
幅
工
事
と
用
地
買
収
を
進
め
、
ト
ン
ネ

ル
区
間
は
用
地
買
収
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
と

聞
い
て
い
る
。

　
今
後
の
整
備
予
定
は
、
平
成
18
年
、
19

年
度
に
ト
ン
ネ
ル
前
後
の
道
路
拡
幅
工
事

と
ト
ン
ネ
ル
施
工
ヤ
ー
ド
の
造
成
工
事
、

ト
ン
ネ
ル
本
体
の
工
事
は
、
平
成
20
年
度

か
ら
実
施
を
考
え
て
お
り
、
平
成
23
年
度

に
開
通
を
予
定
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
国
道
２
９
３
号
バ
イ
パ
ス
増
井
瑞
竜
町

地
内
は
、
平
成
17
年
度
末
見
込
み
は
、
増

井
町
地
内
の
地
権
者
16
名
に
つ
い
て
用
地

買
収
の
契
約
が
で
き
る
も
の
と
聞
い
て
い

る
。
平
成
18
年
度
は
、
増
井
町
と
瑞
竜
町

の
用
地
買
収
を
進
め
、
早
期
着
工
を
目
指

す
考
え
で
あ
る
。

　
１
　

入
札
制
度
の
改
革
と

　
　
公
契
約
条
例
に
つ
い
て

　
昨
年
６
月
の
定
例
会
に
お
い
て
、交

際
費
、食
糧
費
な
ど
の
全
面
公
開
を
求

め
た
結
果
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
札
結

果
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、さ

ら
に
、
公
平
・
公
正
な
行
政
運
営
の
観

点
か
ら
、
落
札
率
や
入
札
業
者
、
入
札

金
額
な
ど
の
公
開
の
考
え
は
。今
年
度

の
土
木
建
設
の
工
事
と
物
品
購
入
等
の

入
札
件
数
、
平
均
落
札
率
を
伺
い
た

い
。低
価
格
で
落
札
さ
れ
た
工
事
や
落

札
率
の
高
止
ま
り
に
つ
い
て
問
題
は
な

い
の
か
。
ま
た
、
公
契
約
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　　
総
務
部
長
　
入
札
に
係
る
落
札
率
は
、

18
年
２
月
末
現
在
で
、工
事
等
３
１
６
件
、

９
４
・
１
０
％
、
物
品
・
役
務
は
２
７
２

件
、
８
９
・
５
８
％
、
合
計
で
５
８
８
件
、

９
３
・
３
２
％
で
あ
る
。
平
成
16
年
度
の

工
事
等
は
９
５
・
６
４
％
で
、
1.54
ポ
イ
ン

ト
下
が
っ
て
い
る
。

　
常
陸
太
田
市
の
一
般
競
争
入
札
は
、
原

則
と
し
て
設
計
金
額
が
土
木
３
５
０
０
万

円
以
上
、
建
築
５
０
０
０
万
円
以
上
の
工

事
は
、
市
内
Ａ
及
び
Ｂ
ラ
ン
ク
の
全
業
者

を
対
象
と
し
て
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

と
し
て
行
っ
て
い
る
。
国
・
県
は
一
般
競

争
入
札
の
拡
大
方
法
と
し
て
対
象
工
事
金

額
を
引
き
下
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
市

で
も
検
討
し
、
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
電
子
入
札
制
度
に
つ

い
て
も
、
県
と
と
も
に
導
入
す
る
方
向
で

考
え
て
い
る
。

　
入
札
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
さ
ら
な
る

公
表
に
つ
い
て
は
、当
面
考
え
て
い
な
い
。

　
指
名
の
公
平
性
等
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

各
種
の
規
定
等
を
設
け
て
指
名
選
定
の
委

員
会
や
選
定
基
準
の
設
置
、
随
意
契
約
の

制
限
、
指
名
の
選
定
理
由
の
公
表
等
、
恣

意
的
な
指
名
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
と
も
指
名
の
公

平
性
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
落
札
率
が
60
％
に
満
た
な
い
で
大
丈
夫

か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
工

事
に
は
監
督
員
２
名
を
選
定
し
て
お
り
、

進
捗
等
も
、
設
計
等
ど
お
り
進
行
し
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

低
価
格
工
事
に
つ
い
て
は
、
特
に
問
題
が

あ
る
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

　
ご
み
収
集
委
託
に
つ
い
て
は
、
予
定
価

格
を
事
前
に
は
公
表
し
て
い
な
い
。
１
０

０
％
に
近
い
落
札
率
が
問
題
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
入
札
の
結
果
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

公
契
約
条
例
は
、
日
本
が
Ｉ
Ｌ
Ｏ
94
号
条

約
を
ま
だ
批
准
し
て
い
な
い
こ
と
と
加
え

て
、国
の
所
管
事
務
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

茨
城
県
に
準
じ
て
国
の
対
応
を
見
守
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。
市
の
建
設
工
事
に
当

た
っ
て
は
、
県
が
賃
金
状
態
を
調
査
し
て

設
定
し
て
い
る
労
務
単
価
を
採
用
し
、
労

働
者
の
賃
金
に
つ
い
て
配
慮
し
て
い
る
。

さ
ら
に
契
約
に
当
た
っ
て
も
、
建
設
業
退

職
金
共
済
事
業
の
加
入
等
に
つ
い
て
も
確

認
す
る
な
ど
、
労
働
条
件
に
も
配
慮
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
建
設
工
事

等
に
つ
い
て
、
労
働
安
全
衛
生
法
や
労
働

基
準
法
に
違
反
し
た
場
合
に
は
指
名
停
止

と
し
て
お
り
、
公
共
事
業
工
事
等
に
従
事

す
る
労
働
者
の
安
全
等
に
も
配
慮
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
２
　

幼
稚
園
給
食
の
問
題

　
　
点
と
今
後
の
計
画
に

　
　
つ
い
て

　
幼
稚
園
の
給
食
は
、３
歳
〜
５
歳
児

の
園
児
と
小
・
中
学
生
の
献
立
が
同
じ

た
め
無
理
が
生
じ
、給
食
の
残
量
が
多

い
。幼
少
期
の
食
生
活
は
そ
の
後
の
食

生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
言

わ
れ
て
い
る
。残
量
が
ほ
と
ん
ど
な
い

保
育
園
と
同
じ
よ
う
に
、
特
に
、
三
歳

児
は
、
大
き
さ
や
味
付
け
な
ど
、
年
齢

に
見
合
っ
た
調
理
が
出
来
る
よ
う
に
改

善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。給
食
費
に
つ

　【
宮
田
議
員
　
他
の
質
問
事
項
】

　
・
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策

　
　
定
に
つ
い
て

　
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
形
成
事
業

　
　
の
成
果
に
つ
い
て

　
・
日
立
都
市
計
画
下
水
道
排
水
計
画

　
　
区
域
の
変
更
と
そ
の
工
事
実
施
に

　
　
つ
い
て

　
・
農
用
地
利
用
計
画
変
更
に
つ
い
て

宇
野
隆
子
議
員

２１
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歴
史
的
建
造
物
そ
の
他
の
支
援
助
成

補
助
金
交
付
要
綱
に
伴
う
修
景
助
成
等

の
成
果
と
今
後
の
事
業
期
間
の
見
通

し
、
ま
た
、
整
備
方
針
は
変
更
や
区
域

の
変
更
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
さ
ら

に
、今
年
度
18
年
度
予
算
等
で
の
実
施

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
建
設
部
長
　
街
な
み
環
境
整
備
事
業
の

修
景
助
成
等
の
実
績
と
成
果
は
、
金
井
町

か
ら
寿
町
ま
で
の
道
路
の
美
装
化
、
東
の

辻
小
公
園
・
金
が
井
小
公
園
の
整
備
、
塙

坂
の
緑
地
・
塙
町
の
辻
小
公
園
を
現
在
、整

備
を
行
っ
て
い
る
、
事
業
費
は
２
億
５
６

３
８
万
４
０
０
０
円
で
あ
る
。

　
修
景
助
成
の
平
成
17
年
度
ま
で
の
申
請

件
数
は
、
歴
史
的
建
造
物
４
件
、
一
般
建

物
３
件
、
塀
等
の
工
作
物
４
件
で
、
助
成

金
額
の
合
計
は
２
１
５
５
万
８
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
事
業
期
間
と
事
業
経
費
の
今
後
の
見
込
み

は
、当
初
、平
成
10
年
度
か
ら
平
成
19
年
度

ま
で
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、こ
れ
ま
で
の
事

業
の
推
進
状
況
や
、新
た
に
加
え
る
項
目
を

踏
ま
え
て
、事
業
期
間
を
３
カ
年
延
長
し
て

平
成
22
年
度
ま
で
と
し
、ま
た
、全
体
事
業

費
は
、
当
初
７
億
円
で
計
画
し
、
４
億
円
に

今
回
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。今
後
予
定
さ

れ
る
事
業
費
は
、約
１
億
円
程
度
に
な
ろ
う

か
と
思
う
。

　
整
備
方
針
の
変
更
は
、寿
町
の
辻
の
小
公

園
を
整
備
す
る
。
新
た
に
追
加
す
る
事
業

は
、通
り
塩
町
地
区
に
案
内
板
の
設
置
を
２

基
計
画
し
て
い
る
。梅
津
会
館
前
市
営
駐
車

場
は
、
老
朽
化
し
た
倉
庫
２
棟
を
撤
去
し

て
、
西
通
り
側
か
ら
蔵
が
見
え
る
よ
う
に

し
、そ
の
跡
を
塀
や
植
栽
等
で
修
景
し
な
が

ら
小
公
園
を
整
備
す
る
。

　
整
備
区
域
の
変
更
は
、西
二
町
小
公
園
の

整
備
に
あ
わ
せ
て
蔵
等
の
存
在
す
る
部
分
を

街
な
み
環
境
促
進
区
域
の
一
部
に
含
め
て
い

る
の
で
、区
域
面
積
6.6
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
6.7

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
変
更
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
２
　

教
育
の
振
興（
幼
児
教
育
）

　
に
つ
い
て

　
明
治
35
年
２
月
28
日
の
太
田
町
の

議
会
に
お
い
て
設
立
建
白
書
が
議
決
さ

れ
、
こ
の
建
白
書
の
後
段
に
、
幼
稚
園

教
育
に
つ
い
て
逐
次
本
町
経
済
の
余
裕

を
も
っ
て
月
謝
は
無
料
と
す
べ
し
と
あ

る
が
、国
内
で
も
幼
児
教
育
の
先
覚
者

と
し
て
里
美
地
区
の
豊
田
芙
雄
先
生
が

努
力
さ
れ
た
歴
史
が
あ
る
が
、現
在
の

金
砂
郷
地
区
の「
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
う

ぐ
い
す
」
特
区
の
成
果
や
、
高
齢
化
、

少
子
化
の
支
援
体
制
と
し
て
保
育
料
等

の
低
額
の
方
向
で
の
努
力
に
つ
い
て
考

え
を
伺
い
た
い
。

　
教
育
長
　
幼
稚
園
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
社
会
経
済
状
況
に
合
わ
せ
、
受
益

者
負
担
の
原
則
か
ら
今
後
と
も
負
担
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
幼
稚
園
保
育
料
は
、
現
在
、
月

額
３
５
０
０
円
を
徴
収
し
て
い
る
。
近
隣

の
市
町
村
の
幼
稚
園
保
育
料
は
、
日
立
市

が
月
額
６
８
０
０
円
、
ひ
た
ち
な
か
市
が

月
額
５
８
０
０
円
、
東
海
村
が
月
額
５
０

０
０
円
、
常
陸
大
宮
市
、
那
珂
市
が
月
額

４
０
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、
当
市
は
比

較
的
低
く
抑
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
平
成
15
年
か
ら
幼
稚

園
と
保
育
園
を
一
体
的
に
運
営
し
て
い
る

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
う
ぐ
い
す
の
成
果
と
し

て
は
、
幼
保
混
合
ク
ラ
ス
に
よ
る
少
人
数

の
解
消
、
園
児
関
係
に
伴
う
保
護
者
同
士

の
相
互
の
理
解
の
よ
い
関
係
、
就
業
や
離

職
な
ど
に
よ
る
保
護
者
の
状
況
の
変
化
が

生
じ
て
も
、
子
供
は
同
じ
環
境
で
安
心
し

て
生
活
が
営
ま
れ
、
ま
た
、
職
員
に
あ
っ

て
は
幼
保
教
諭
が
そ
れ
ぞ
れ
の
技
能
、
長

所
を
生
か
し
合
い
、
学
び
合
い
、
教
育
、
養

護
、
保
育
に
同
一
歩
調
で
取
り
組
め
、
幼

稚
園
教
諭
に
と
っ
て
は
３
歳
児
未
満
児
と

触
れ
合
う
こ
と
に
よ
り
発
達
の
連
続
性
が

伺
え
る
な
ど
、
資
質
の
向
上
に
も
つ
な
が

り
良
好
な
環
境
が
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
同
一

施
設
に
お
け
る
子
供
た
ち
を
同
じ
環
境
の

も
と
で
教
育
・
保
育
が
で
き
る
よ
う
研
究

し
な
が
ら
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
３
　

道
路
整
備
に
つ
い
て
　

　
新
宿
西
宮
線
の
整
備
推
進
に
関
し
て

用
地
を
提
供
し
た
権
利
の
関
係
等
に
つ

い
て
、
ま
た
、
磯
部
天
神
林
線
の
谷
河

原
踏
切
改
良
の
交
渉
経
過
の
学
校
、町

内
会
へ
の
周
知
、日
立
笠
間
線
木
崎
ト

ン
ネ
ル
の
事
業
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

整
備
、
ま
た
、
国
道
２
９
３
号
バ
イ
パ

ス
増
井
・
瑞
竜
町
地
内
に
つ
い
て
現
況

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
　

　
建
設
部
長
　
新
宿
西
宮
線
の
進
徳
幼
稚

園
の
西
側
区
間
は
、
本
路
線
の
予
定
区
域

内
に
共
有
地
７
筆
、
こ
れ
ら
の
相
続
手
続

の
問
題
や
土
地
の
境
界
未
確
定
地
が
数
多

く
あ
る
の
で
、
早
期
の
用
地
取
得
が
困
難

で
あ
る
た
め
、
平
成
14
年
度
か
ら
補
助
事

業
に
つ
い
て
休
止
し
て
い
る
。
こ
の
路
線

は
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点

で
は
現
計
画
で
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
磯
部
天
神
林
線
は
、
平
成
17
年
度
に
路

線
測
量
と
道
路
の
詳
細
設
計
を
実
施
し
て

い
る
。
平
成
18
年
度
に
は
用
地
測
量
補
償

調
査
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ
谷
河
原
踏
切
詳
細
設

計
を
行
い
用
地
買
収
に
入
る
予
定
に
な
っ

て
い
る
。
供
用
開
始
は
、
お
お
む
ね
平
成

23
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。地
元
町
会
、学

校
へ
の
周
知
は
、
事
業
の
経
過
、
進
捗
状

況
等
、
地
元
に
対
し
て
趣
旨
徹
底
を
図
る

よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

２０


